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市
民
の
健
康
や
福
祉
に�

重
点
を
お
き
ま
し
た�

2

・一般会計　　　１６４億８,０００万円　（０.８％増）�

・特別会計　　　１２３億６,４３６万円　（７.８％増）�

・企業会計　　　　３４億１,７４９万円　（５.３％増）�

　 総　額　　　　３２２億６,１８５万円　（３.９％増）�

�

�

・国民健康保険　　３３億６,６７１万円（　２.０％増）�

・老人保健医療　　４３億８,１２８万円（１０.１％増）�

・介護保険　　　　２０億６,５２０万円（　７.１％増）�

・公共下水道事業　１８億９,２７６万円（　４.４％増）�

・ＣＡＴＶ事業　　　３億１,７８０万円（３５.３％増）�

・水道事業（企業会計）３０億７,８２２万円（　５.５％増）�

平成13年度　会計別予算�
（　）は対前年比�

主 な 特 別 会 計 予 算�

市
民
の
健
康
や
福
祉
に�

重
点
を
お
き
ま
し
た�

平成13年度�
当初予算案�

　
市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
三
つ

の
予
算
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
一
般
会
計
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
教
育
、
道
路
や
河
川
の

整
備
と
い
っ
た
市
の
基
本
的
な

事
業
に
使
わ
れ
る
予
算
で
す
。

特
別
会
計
に
は
、
国
民
健
康
保

険
や
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
、

一
般
会
計
と
は
区
別
し
て
行
う

事
業
と
し
て
１６
の
会
計
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
企
業
会
計
は
、

水
道
事
業
と
農
業
共
済
事
業
の

二
つ
で
す
。�

　
こ
れ
ら
三
つ
の
会
計
を
合
わ

せ
る
と
、
新
年
度
の
予
算
総
額

は
３
２
２
億
６，

１
８
５
万
円

と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
３
・
９

　
増
え
て
い
ま
す
。�

　
一
般
会
計
の
総
額
は
１
６
４

億
８，

０
０
０
万
円
で
、
大
規

模
事
業
が
ひ
と
ま
ず
終
了
し
た

た
め
、
昨
年
度
に
比
べ
る
と
０

・
８
　
の
増
で
、
ほ
ぼ
同
じ
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
国

民
宿
舎
の
解
体
事
業
や
平
成
１２

年
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
全
体
で
７
・
８
　
増
え
て

い
ま
す
。�

　
企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業

の
第
８
次
拡
張
事
業
（
鮎
屋
浄

水
場
新
設
工
事
な
ど
）
や
配
水

管
布
設
替
工
事
な
ど
の
た
め
、

全
体
で
５
・
３
　
増
え
て
い
ま

す
。�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

市
民
の
健
康
や
福
祉
に�

重
点
を
お
き
ま
し
た�

総額322億6,185万円�
一般会計は前年度とほぼ同じ規模です 

　平成１３年度の予算案がまとまりました。個人市民税が減収となる

など財政事情の厳しいなか、市の基盤づくりをはじめ施策全般に限ら

れた予算を効率的に配分し、現実的な責任あるまちづくりを進めるた

め、充実型予算となっています。�

３月定例市議会に提案した予算のあらましについて、お知らせします。�
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歳
入
の
中
で
最
も
多
い
の
が

市
税
で
、
全
体
の
３
６
・
４
　

を
占
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
や
会
社
な
ど
の
法
人
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
税
金
で
す

が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
景

気
低
迷
な
ど
に
よ
る
個
人
市
民

税
の
減
収
で
、
全
体
で
１
・
５

　
減
っ
て
い
ま
す
。�

　
二
番
目
に
多
い
の
が
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
で
、

昨
年
度
よ
り
２
・
５
　
増
え
て

い
ま
す
。�

　
続
い
て
国
庫
支
出
金
、
諸
収

入
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
昨
年
度
よ
り
増
え
て
い
ま

す
。�

　
市
債
（
市
の
借
入
金
）
は
、

地
方
交
付
税
の
財
源
不
足
を
国

と
市
町
村
が
折
半
し
て
補
て
ん

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め

の
臨
時
的
な
市
債
発
行（
借
入
）

の
た
め
、
２
０
・
４
　
増
え
て

い
ま
す
。�

�����

　
１３
年
度
は
、
健
康
や
福
祉
の

施
策
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分

し
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
向

け
た
地
域
福
祉
の
充
実
と
、
市

民
生
活
に
関
連
し
た
社
会
資
本

の
整
備
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
歳
出
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
、

民
生
費
が
ト
ッ
プ
で
、
従
来
か

ら
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
助
成
や
中
川
原
保
育
所
の
改

築
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
る
た
め
、

６
・
３
　
増
え
て
い
ま
す
。�

　
土
木
費
で
は
、
引
き
続
き
新

都
心
地
区
の
市
民
広
場
整
備
や
、

河
川
、
道
路
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
が
、
事
業
量
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
３
・
８
　
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
公
債
費（
市
の
借
入
金
返
済
）

は
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
総
務
費
に
は
、
市
の
人
事
、

財
務
事
務
な
ど
を
進
め
る
経
費

や
淡
路
地
域
の
事
業
事
務
負
担

金
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
人

件
費
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
８

・
３
　
減
り
ま
し
た
。�

　
以
下
、
衛
生
費
、
教
育
費
な

ど
、
歳
出
の
構
成
順
位
は
昨
年

度
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。�

����

　
次
に
、
予
算
を
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
、
一
般
会
計
予
算

の
総
額
を
３
月
１
日
現
在
の
人

口
４
２，

２
２
６
人
で
割
っ
て

１
人
当
り
に
換
算
し
て
み
ま
し

た
。�

　
表
の
と
お
り
、
最
も
多
く
使

わ
れ
る
の
は
民
生
費
、
次
い
で

土
木
費
、
公
債
費
な
ど
の
順
で
、

合
計
一
人
当
り
３
９
０，

２
８

１
円
が
使
わ
れ
ま
す
。�

　
そ
の
内
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
税
金
は
、

同
じ
く
表
に
示
し
た
と
お
り
、

一
人
当
り
合
計
で
１
４
２，

１

５
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
色
々
な
事
業
を
進

め
る
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
と

市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
い
た
だ

く
お
金
の
差
し
引
き
不
足
分
は
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
借
入

金
で
賄
わ
れ
ま
す
。�

�

市
税
の
減
収
に
よ
る�

厳
し
い
財
政
事
情�

市
民
一
人
当
り
に
�

　
　
約
３９
万
円
が
�

　
　
　
　
使
わ
れ
ま
す
�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

歳
入�

歳
出�

健
康
や
福
祉
の
充
実
に�

重

点

的

に

配

分

�

一般会計　164億8,000万円の内訳�

歳 入�
164億8,000万円�
（100.0）�

歳 出�
164億8,000万円�
（100.0）�

市　　税�
60億241万円�
（36.4％）�

そ　の　他�
3億828万円（1.8％）�

利子割交付金�
1億6,000万円（1.0％）�

地方特例交付金�
1億8,500万円（1.1％）�

繰　入　金�
2億658万円（1．2％）�

分担金及び負担金�
2億6,066万円（1.6％）�

地方消費税交付金�
4億7,000万円（2.9％）�

使用料及び手数料�
5億2,342万円�
（3.2％）�

県支出金�
9億2,841万円�
（5.6％）�

市　　債�
10億8,180万円�
（6.6％）�

諸収入�
11億6,289万円�
（7.1％）�

　 国庫支出金�
13億5.855万円�
　（8.2％）� 地方交付税�

38億3,200万円�
（23.3％）�

そ　の　他�
3,567万円（0.3％）�

労　働　費�
1億3,530万円（0.8％）�

議　会　費�
2億4,618万円（1.5％）�
商　工　費�
3億3,241万円（2.0％）�
消　防　費�
6億9,765万円（4.2％）�

農林水産業費�
9億7,366万円�
（5.9％）�

教　育　費�
15億7,776万円�
（9.6％）�

衛　生　費�
17億6,837万円�
（10.7％）�

総　務　費�
19億4,841万円�
（11.8％）�

公　債　費�
22億2,539万円�
（13.5％）�

土　木　費�
24億3,129万円�
（14.8％）�

民　生　費�
41億794万円�
（24.9％）�

◇市民一人当たりに使われるお金�
　　　合　計　　390,281円�

◇市民一人当たりが負担する税額�
　　　合　計　　142,150円�

97,284円�

57,578円�

52,702円�

46,142円�

41,879円�

37,365円�

23,058円�

16,522円�

17,751円�

＊民　生　費�

＊土　木　費�

＊公　債　費�

＊総　務　費�

＊衛　生　費�

＊教　育　費�

＊農林水産業費�

＊消　防　費�

67,736円�

54,865円�

9,224円�

7,105円�

1,814円�

1,224円�

182円�

＊固定資産税�

＊市　民　税�

＊都市計画税�

＊市たばこ税�

＊軽自動車税�

＊入　湯　税�

＊そ　の　他�
（商工費など）�

＊特 別 土 地�
　保　有　税�
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�����・
市
民
広
場
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1，
3
5
0
万
円
�

　
　
新
都
心
ゾ
ー
ン
の
市
民
広
場
を
、
集
い
や
憩
い
の
場
と
し
て
さ

　
　
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
（
﹇
仮
称
﹈
ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク

　
　
エ
ア
前
‥
２，
５
４
０
㎡
）
�

・
河
川
環
境
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1，
0
0
0
万
円
�

　
　
引
き
続
き
、
洲
本
川
、
千
草
川
の
周
辺
整
備
（
歩
道
舗
装
等
）

　
　
を
進
め
ま
す
。
�

＊
由
良
老
人
ホ
ー
ム
跡
地
整
備
事
業
　
　
　
　
　

2，
8
9
8
万
円
�

　
　
由
良
老
人
ホ
ー
ム
跡
地
に
、
公
衆
便
所
、
電
気
設
備
、
遊
具
な

　
　
ど
を
設
置
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
広
場
に
整
備
し
ま
す
。
�

＊
花
の
街
づ
く
り
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
万
円
�

　
　
市
内
花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
２
０
０
グ
ル
ー
プ
）
へ
花
の
苗
等

　
　
を
配
布
し
ま
す
。
�

・
治
山
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1，
1
0
2
万
円
�

　
　
災
害
予
防
の
た
め
、
宇
原
地
区
と
山
手
地
区
で
土
留
工
事
や
水

　
　
路
工
事
を
行
い
ま
す
。
�

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
億
3，
4
3
7
万
円
�

　
　
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
由
良
地
区
に
消
防
セ
ン
タ
ー
（
鉄

　
　
骨
造
２
階
建
２
１
０
㎡
）
を
建
設
し
ま
す
。
�

��� 
　
　
�

 
�

・
休
日
応
急
診
療
所
運
営
事
業
　
　
　
　
　
　
　

3，
8
5
6
万
円
�

　
　
準
夜
間
は
年
中
無
休
で
、
よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

　
　
ま
す
。
�

＊
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
助
成
　
　
　

4，
6
2
0
万
円
�

　
　
鮎
屋
に
開
設
さ
れ
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
へ
、
委
託
経
費
や

　
　
事
業
の
助
成
を
行
い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
�

＊
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0
万
円
�

　
　
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
（
１
〜
２
級
等
）
が
通
院
な
ど
に
中
型

　
　
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
初
乗
り
運
賃
を
助
成
し
ま
す
。
�

＊
母
子
生
活
支
援
施
設
補
修
事
業
　
　
　
　
　
　

2，
0
0
0
万
円
�

　
　
施
設
の
屋
根
の
漏
水
対
策
や
外
壁
の
塗
装
修
理
工
事
な
ど
を
行

　
　
い
、
環
境
改
善
を
図
り
ま
す
。
�

＊
中
川
原
保
育
所
改
築
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
億
円
�

　
　
老
朽
施
設
改
善
の
た
め
、
中
川
原
保
育
所
の
改
築
工
事
（
鉄
骨

　
　
平
屋
建
３
８
５
・
５
㎡
）
を
行
い
ま
す
。
�

＊
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
０
万
円
�

　
　
生
活
保
護
事
務
の
う
ち
、
医
療
、
統
計
事
務
処
理
に
コ
ン
ピ
ュ

　
　
ー
タ
を
導
入
し
、
事
務
の
簡
素
化
を
図
り
ま
す
。
�

�����・
市
民
会
館
特
定
事
業
委
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0
万
円
�

　
　
市
民
会
館
主
催
の
事
業
を
企
画
、
実
践
し
、
文
化
の
進
展
を
図

　
　
っ
て
い
き
ま
す
。
�

・
史
跡
洲
本
城
保
存
管
理
計
画
策
定
事
業
　
　
　
　
　
5
7
7
万
円

　
　
史
跡
「
洲
本
城
跡
」
を
文
化
遺
産
と
し
て
後
世
へ
受
け
継
い
で

　
　
い
く
た
め
、
保
存
、
管
理
の
た
め
の
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。
�

＊
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
光
ケ
ー
ブ
ル
活
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
事
業
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
4
万
円
�

　
　
市
内
各
学
校
へ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
し
、
Ｉ
Ｔ

　
　
環
境
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
�

＊
加
茂
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
　
　
　
　

1
億
4，
4
9
5
万
円
�

　
　
老
朽
施
設
改
造
工
事
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
施
設
整
備
を
行

　
　
い
ま
す
。
�

創
造
力
と
豊
か
な
心
を
育
む

創
造
力
と
豊
か
な
心
を
育
む�

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り�

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で�

快
適
な
公
園
都
市
づ
く
り

快
適
な
公
園
都
市
づ
く
り�

健
や
か
で
い
き
が
い
の
あ
る

健
や
か
で
い
き
が
い
の
あ
る�

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り�

創
造
力
と
豊
か
な
心
を
育
む�

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り�

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で�

快
適
な
公
園
都
市
づ
く
り�

健
や
か
で
い
き
が
い
の
あ
る�

ま
ち
づ
く
り�

厳
し
い
財
政
事
情
に
あ
っ
て
、
様
々
な
住
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
も
色
々
な
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
が
、
そ
の
中
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。�

　[

仮
称]

ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
エ
ア

（
図
書
館
横
）
前
の
ス
ペ
ー
ス
を

整
備
し
、
市
民
広
場
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
ま
す
。�

　
由
良
老
人
ホ
ー
ム
跡
地
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。�

←
�

2001一
年
間
に
行
う�

主
な
事
業
で
す�

（
＊
新
規
事
業
）
�



5

＊
洲
浜
中
学
校
屋
内
運
動
場
大
規
模
改
造
事
業
　

7，
7
6
5
万
円
�

　
　
老
朽
施
設
改
造
工
事
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
施
設
整
備
を
行

　
　
い
ま
す
。
�

＊
国
体
準
備
経
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
0
万
円
�

　
　
平
成
１８
年
開
催
予
定
の
国
体
競
技
誘
致
に
つ
い
て
、
検
討
、
調

　
　
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
　
�

�����・
都
市
計
画
図
作
成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4，
7
6
5
万
円
�

　
　
地
形
図
や
用
途
図
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
使
用
で
き
る
よ
う
電
子
化

　
　
し
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。
�

＊
わ
が
家
の
耐
震
診
断
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8
0
万
円
�

　
　
市
民
の
防
災
意
識
向
上
な
ど
の
た
め
、
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

　
　
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。
�

・
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）
�

　
　
第
8
次
拡
張
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

9
億
1，
5
7
0
万
円
�

　
　
配
水
管
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

1
億
5，
2
9
0
万
円
�

　
　
浄
水
場
新
設
工
事
や
配
水
管
の
布
設
替
な
ど
を
行
い
、
水
の
安

　
　
定
供
給
に
努
め
ま
す
。
�

・
公
共
下
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）
　
　

1
8
億
9，
2
7
6
万
円
�

　
　
物
部
地
区
で
引
き
続
き
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
き

　
　
ま
す
。
�

・
街
路
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
億
4，
2
7
6
万
円
�

　
　
物
部
曲
田
塩
屋
線
の
用
地
な
ど
を
確
保
し
、
整
備
を
進
め
て
い

　
　
き
ま
す
。
�

�����・
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
負
担
金
　
　
　

2，
0
5
6
万
円
�

　
　
オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
事
業
を
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
用
地
の
確

　
　
保
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
�

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2，
7
4
8
万
円
�

　
　
大
野
地
区
で
の
換
地
、
二
ッ
石
・
中
田
地
区
で
の
区
画
整
理
を

　
　
行
い
ま
す
。
�

・
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
　
　
　
　
　
　
　

5，
2
5
3
万
円
�

　
　
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
中
川
原
地
区
で
の
ほ
場
整
備
（
２
・
０

　
　
h
a
）
事
業
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。
�

＊
田
園
計
画
策
定
調
査
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0
万
円
�

　
　
中
川
原
地
区
の
田
園
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
中
川
原
ビ
ジ
ョ

　
　
ン
委
員
会
に
調
査
等
を
委
託
し
ま
す
。
�

＊
地
域
乳
製
品
特
産
化
施
設
整
備
事
業
　
　
　
　

3，
1
4
0
万
円
�

　
　
産
業
活
性
化
の
た
め
、
乳
製
品
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
）
加
工

　
　
施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。
�

�����＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
能
講
習
事
業
　
　
　
　
　

1，
1
5
3
万
円
�

　
　
市
民
１，
１
４
３
人
を
対
象
に
、
各
公
民
館
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
講

　
　
習
会
を
行
い
ま
す
。
�

・
家
屋
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0
万
円
�

　
　
家
屋
評
価
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
事
務
の
簡

　
　
素
化
を
図
り
ま
す
。
�

・
総
合
基
本
計
画
推
進
調
査
経
費
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0
万
円
�

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
市
内
の
交
通
体
系
に
つ
い
て
調
査
、

　
　
検
討
し
ま
す
。
�

＊
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0
万
円
�

　
　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て
、
委
員
会
の
設
置
な

　
　
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
�

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る�

都
市
基
盤
づ
く
り

都
市
基
盤
づ
く
り�

ま
ち
を
支
え
る
力
強
い

ま
ち
を
支
え
る
力
強
い�

産
業
づ
く
り

産
業
づ
く
り�

市
民
と
行
政
に
よ
る

市
民
と
行
政
に
よ
る�

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り�

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る�

都
市
基
盤
づ
く
り�

ま
ち
を
支
え
る
力
強
い�

産
業
づ
く
り�

市
民
と
行
政
に
よ
る�

ま
ち
づ
く
り�

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

よ
り
良
い
施
設
環
境
で
過
ご
せ
る

よ
う
、
今
年
は
中
川
原
保
育
所
の

改
築
を
行
い
ま
す
。�

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、

ほ
場
整
備
は
継
続
事
業
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
（
写
真
は
、
二

ツ
石
地
区
）�

←
�

「インターネット技能講習」は、兵庫県内に在住する２０歳以上の�
パソコン初心者を対象に、県下全域で行われます。�
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運航時刻は、予告なしに変更される場合があ�
ります。ご利用の際は、事前に淡路開発事業�
団（☎２３・１１１０）にご確認ください。�

空港までのシャトルバス利用料金を含みます。�

　
明
石
海
峡
大
橋
の
完
成
と
神

戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
開
通

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
本
州
へ

の
足
と
し
て
利
用
し
て
き
た
海

上
交
通
の
う
ち
洲
本
・
津
名
〜

神
戸
、
洲
本
・
津
名
〜
関
空
間

の
航
路
が
平
成
十
年
四
月
五
日

で
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
磯
〜
須
磨
間
の
フ
ェ
リ
ー
航

路
も
廃
止
、
津
名
〜
岬
町
深
日

間
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
津
名
〜

泉
佐
野
航
路
と
変
更
す
る
な
ど
、

淡
路
島
を
取
り
巻
く
交
通
体
系

は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。�

　
淡
路
〜
関
空
航
路
の
廃
止
を

受
け
、
「
淡
路
エ
ア
ー
ポ
ー
ト

ラ
イ
ン
」（
津
名
町
な
ど
が
出
資

す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
）が
、平
成

十
年
四
月
六
日
か
ら
津
名
港
〜

関
空
間
を
一
日
九
往
復
（
平
成

十
一
年
七
月
か
ら
は
八
往
復
）

で
運
航
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
財
政
難
な
ど
の
理
由
で
三

月
三
十
一
日
で
廃
止
を
決
め
ま

し
た
。�

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
洲
本

市
で
は
、
市
民
の
利
便
性
や
関

空
航
路
の
必
要
性
を
考
慮
し
、

洲
本
港
〜
関
空
航
路
の
復
活
を

決
定
し
ま
し
た
。�

　
運
営
は
淡
路
開
発
事
業
団
が

行
い
ま
す
。
四
月
一
日
か
ら
運

航
を
予
定
し
て
い
る
船
は
、「
う

ず
し
お
」
（
総
　
数
七
九
　
、

全
長
二
五
・
三
　
、
旅
客
定
員

百
五
十
五
人
、
航
海
速
力
二
五

ノ
ッ
ト
）
で
、
当
分
の
間
は
、

こ
の
船
を
使
っ
て
運
航
し
ま
す
。

な
お
現
在
、
津
名
〜
関
空
航
路

で
運
航
さ
れ
て
い
る
「
ア
ク
ア

ジ
ェ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
Ⅲ
」
は
三

月
三
十
一
日
ま
で
運
航
さ
れ
る

た
め
、洲
本
パ
ー
ル
ラ
イ
ン（
洲

本
〜
関
空
航
路
）
へ
は
準
備
が

整
い
し
だ
い
、
投
入
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。�

　
四
月
か
ら
の
当
面
の
ダ
イ
ヤ

は
表
の
と
お
り
で
す
。
洲
本
港

か
ら
関
空
へ
直
行
便
で
は
、
海

上
約
五
十
七
分
、
洲
本
港
始
発

は
、
午
前
六
時
四
十
分
、
終
着

は
、
午
後
十
時
六
分
の
予
定
で

す
。
料
金
は
片
道
、
二
千
五
百

円
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

メ
ー�

ト
ル�

洲
本
港
か
ら
関
西
国
際
空
港
（
関
空
）
へ
の
航
路
が
「
洲
本
パ
ー
ル

ラ
イ
ン
」
と
し
て
運
航
さ
れ
ま
す
。
運
営
は
、
市
な
ど
が
出
資
し
て

い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
「
淡
路
開
発
事
業
団
」
で
、
四
月
一
日
か

ら
一
日
六
往
復
（
当
分
の
間
）
運
航
す
る
予
定
で
す
。�

　
淡
路
〜
関
空
航
路
を
途
絶
え

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
思

い
か
ら
運
航
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
採
算
面
で
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
航
路

は
陸
上
交
通
な
ど
に
比
べ
渋
滞

が
な
く
、
移
動
時
間
が
確
実
に

計
算
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
淡

路
島
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

四
国
か
ら
洲
本
港
を
経
て
、
関

空
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

へ
行
く
客
な
ど
を
開
拓
し
て
利

用
客
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。�

市
民
の
利
便
性
を
考
え
決
断�

淡路開発事業団�
　上 原 恵 宥 社長�
　　（市助役）�

洲本　  関空航路�

運　航　開　始�

　６：４０�

　８：４９� １０：０８�　９：１０�
　９：１５�

１１：５５�

１４：３０�

１７：１５�

１９：５５�

１２：５２�

１５：２７�

１８：１２�

２０：５２�

　７：３７�

3�
4�
5�
6

1
便� 洲本港発�

2

津名港着・発�関 空 着 �

　７：４５�

１０：１５�

１３：００�

１５：３５�

２１：１０�

１８：２５�

　８：４１�

１１：１１�

１３：５６�

１６：３１�

２２：０６�

１９：４５�
１９：１８�
１９：２３�

1�
2�
3�
4

便� 洲本港着�

6

5

津名港着・発�

津名港～関空�

関 空 発 �

〔運 航 時 刻 表〕�

〔料 　 金 　 表〕�

洲本港～津名港�洲本港～関空�
２,５００�

４,７７０�

１,２６０�

２,４１０�

２,５００�

４,７７０�

１,２６０�

２,４１０�

３００�

�

１５０�

大　　人�

大人往復�

小　　人�

小人往復�

J
R
西
九
条
駅
�

J
R
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
テ
ィ
駅
�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
�

大
　
阪
　
駅
�

洲
　
　
　
本
�

関
　
空
�

洲
　
本
�

三
宮
�

関
空
�

J
R
三
宮
�

高速バス利用の場合�

JR桜島線�

約6分�

JR関空特急�

約40分�

洲本パールライン�

約1時間�

高速バス�

約1時間20分�

高速バス�

約2時間�

バス�

約1時間5分�

JR東海道線�

約25分�

JR環状線・桜島線�

約14分�

徒歩�

数分�

洲本パールラインで洲本パールラインで�
関空・空・ユニバーサユニバーサル・ル・スタジスタジオ・オ・ジャパンがジャパンが�

こんなに近くなる！こんなに近くなる！�

洲本パールラインで�
関空・ユニバーサル・スタジオ・ジャパンが�

こんなに近くなる！�

1日7往復（当分の間 6往復）�
「うずしお」�

（下記の経路は１例です）�

（円）�

（予定）�

�
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市職員マナーの�

○
応
対
態
度
な
ど
に
つ
い
て�

・
毎
日
の
よ
う
に
来
ま
す
が
、

い
つ
も
丁
寧
に
応
対
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
十
年
く
ら
い
前
は
、

粗
雑
な
職
員
も
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
最
近
は
と
て
も
良

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。�

・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
時
で
な
く
て
も
、
愛
想
良
く

し
て
ほ
し
い
。�

・
も
う
少
し
元
気
が
あ
っ
て
も

い
い
と
思
う
。
窓
口
の
前
ま
で

行
っ
た
時
に
は
、
誰
か
出
て
き

て
ほ
し
い
。�

・
こ
ち
ら
か
ら
挨
拶
し
て
も
返

事
を
し
な
い
人
が
い
る
。�

・
要
件
の
課
が
ど
こ
か
わ
か
ら

な
い
場
合
の
案
内
が
不
親
切
。

（
○
○
課
で
聞
い
て
下
さ
い
、

の
返
事
の
み
）�

○
接
遇
、
窓
口
環
境
な
ど
に
つ

　
い
て�

�

・
市
役
所
は
、
な
ぜ
禁
煙
で
は

な
い
の
で
す
か
。
市
役
所
に
入

る
と
タ
バ
コ
臭
く
て
頭
痛
が
し

ま
す
。�

・
市
民
を
立
っ
て
待
た
せ
る
の

は
ど
う
か
と
思
う
。
番
号
札
を

利
用
し
て
は
ど
う
か
。�

・
名
札
は
も
っ
と
見
や
す
い
よ

う
に
、
役
職
名
な
ど
を
記
入
し

て
ほ
し
い
。�

○
応
対
時
間
、
事
務
効
率
な
ど

　
に
つ
い
て�

・
昼
休
み
、
住
民
票
を
も
ら
う

の
に
時
間
が
か
か
る
。�

・
住
民
票
の
請
求
な
ど
他
市
町

で
は
請
求
書
に
印
鑑
不
用
の
と

こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
考

え
ら
れ
て
は
？�

・
窓
口
を
午
後
六
時
ご
ろ
ま
で

延
長
し
て
ほ
し
い
。�

・
窓
口
の
一
元
化
が
な
ぜ
で
き

な
い
の
か
。�

�

　
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
政
策
に

関
連
す
る
ご
意
見
と
し
て
、
環

境
問
題
や
福
祉
に
関
す
る
も
の

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。�

�

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間
中
（
二

月
五
日
〜
九
日
）
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

市
役
所
の
職
員
は
「
無
愛
想
で
親
切
心
が
な
い
」
と
言
わ
れ

続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
印
象
を
ぬ
ぐ
い
払
い
、
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
、
来
庁
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら

「
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
」
に
よ
り
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
�

こ
の
た
び
、
回
答
い
た
だ
い
た
総
数
6
7
4
件
（
回
収
率
７５

　
）
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
気
持
ち
良
く
市
役
所
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
と
も

改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
�

「来庁者アンケート」の結果がまとまりました�

レベルアップに努めます�
市職員マナーの�

レベルアップに努めます�レベルアップに努めます�レベルアップに努めます�

いいえ�
5.8％�

その他 0.1％�
未記入 0.7％�

はい�
93.3％�

いいえ�
3.1％�

その他 0.4％�
未記入 2.2％�

はい�
94.2％�

いいえ�
4.0％�

その他 0.4％�
未記入 1.2％�

はい�
94.4％�

いいえ�
3.6％�

その他 0.9％�
未記入 0.3％�

はい�
95.3％�

いいえ�
10.5％�

その他 1.0％�
未記入 1.6％�

はい�
86.8％�

いいえ�
3.4％�

その他 0.4％�
未記入 1.5％�

はい�
94.7％�

はい�
629�

（93.3％）�

いいえ�
39�

（5.8％）�

その他�
1�

（0.1％）�

未記入�
5�

（0.7％）�

お声かけがありましたか。�

はい�
635�

（94.2％）�

いいえ�
21�

（3.1％）�

その他�
3�

（0.4％）�

未記入�
15�

（2.2％）�

制服・名札着用していましたか。�

はい�
636�

（94.4％）�

いいえ�
27�

（4.0％）�

その他�
3�

（0.4％）�

未記入�
8�

（1.2％）�

対応に誠意が感じられましたか。�

はい�
642�

（95.3％）�

いいえ�
24�

（3.6％）�

その他�
6�

（0.9％）�

未記入�
2�

（0.3％）�

言葉づかいは明朗でしたか。�

はい�
585�

（86.8％）�

いいえ�
71�

（10.5％）�

その他�
7�

（1.0％）�

未記入�
11�

（1.6％）�

アンケート記入について説明がありましたか。�

はい�
638�

（94.7％）�

いいえ�
23�

（3.4％）�

その他�
3�

（0.4％）�

未記入�
10�

（1.5％）�

用務の所要時間は納得できましたか。�

パ
ー
�

セ
ン
ト
�

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
良
い
印
象

を
も
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
数
な
が
ら
、
次

の
よ
う
な
厳
し
い
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
の
で
、
対
応
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
順
次
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

さ
ら
に
、
改
善
に
努
め
ま
す�

本
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ
た�

記
載
所�
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
親
子�

ふ
れ
あ
い
事
業
の
一
つ
と
し
て�

「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」
を
毎
年�

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
は
市
内�

の
小
学
生
以
上
の
親
子
で
、
今�

年
は
二
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま�

で
神
鍋
高
原
万
場
ス
キ
ー
場
で�

行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
募
集�

数
を
超
え
る
数
多
く
の
応
募
が�

あ
り
、
抽
選
の
結
果
、
今
年
は�

十
七
組
の
親
子
四
十
三
人
が
参�

加
し
ま
し
た
。�

　
十
日
は
午
前
八
時
に
洲
本
を�

出
発
、
お
昼
に
宿
泊
先
に
到
着�

し
ま
し
た
。
は
や
る
気
持
ち
を�

抑
え
な
が
ら
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
に�

着
替
え
、
さ
っ
そ
く
ゲ
レ
ン
デ�

で
ス
キ
ー
教
室
が
始
ま
り
ま
し�

た
。
最
初
は
ス
キ
ー
技
術
の
レ�

ベ
ル
ご
と
に
別
れ
、
イ
ン
ス
ト�

ラ
ク
タ
ー
の
洲
本
ス
キ
ー
協
会�

の
先
生
か
ら
丁
寧
な
指
導
を
受�

け
ま
し
た
。
特
に
小
学
生
低
学�

年
の
皆
さ
ん
は
、
初
め
て
の
ス�

キ
ー
板
に
悪
戦
苦
闘
で
し
た
。�

　
二
日
目
は
、
朝
か
ら
夕
方
ま�

で
一
日
た
っ
ぷ
り
ス
キ
ー
教
室�

が
行
わ
れ
、
き
の
う
、
苦
戦
し�

て
い
た
子
供
た
ち
も
み
る
み
る�

う
ち
に
上
達
し
、
リ
フ
ト
に
乗�

っ
て
上
か
ら
滑
っ
て
降
り
て
こ�

ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

三
日
目
の
最
終
日
は
午
前
中
で

終
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
家
族

そ
ろ
っ
て
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。�

　
こ
の
ス
キ
ー
教
室
は
、
ス
キ�

ー
を
楽
し
み
な
が
ら
親
子
の
ふ�

れ
あ
い
の
場
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
学
年
を
超
え
た
子
供
た
ち

の
ふ
れ
あ
い
や
他
校
生
と
の
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。�

47

ス
キ
ー
教
室
で�

　
　
親
子
の
ふ
れ
あ
い�

　国民年金の保険料について、平成１２年度に

発行している納付書で納められるのは、４月２７

日までです。納め忘れはありませんか。納め忘

れがあると、老後の生活を支える老齢基礎年金

だけでなく、もしものときの障害基礎年金や遺

族基礎年金を受けられない場合もありますので、

早めに納めてください。�

�

　詳しくは、市役所市民課国保年金係（☎２２・

３３２１内線２５３）へ。�

健
康
福
祉
館
だ
よ
り

⑫

禁
煙
外
来
・
禁
煙
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設�

�

禁
煙
外
来�

�

禁
煙
支
援
セ
ン
タ
ー�

国民年金保険料は�
　　　　毎月１３,３００円�

　平成１３年度国民年金の保険料は、前年度と同額の１３,３００

円（月額）です。保険料は毎月納める方法と、４月に１年分ま

とめて納める前納方法があり、前納すると保険料が割り引かれ、

納め忘れもなく安心です。�

毎月納付した�

場合の年額�

前納した場合�

の年額�
割引額�

定　額　保　険　料�

定額＋付加保険料�

159,600円�

164,400円�

156,770円�

161,480円�

2,830円�

2,920円�

　また、保険料の納付は納め忘れがなく便利で安心な口座振替・�
納付組織もご利用ください。�

保険料の納め忘れは�
ありませんか�
�

「
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
人
」
応
援
し
ま
す�

　
市
休
日
等
応
急
診
療
所
で
は
、
�

四
月
か
ら
「
禁
煙
外
来
」
「
禁
�

煙
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
�

禁
煙
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
い
�

ま
す
。
�

��　
禁
煙
を
決
意
さ
れ
た
人
を
対
�

象
に
、
禁
煙
が
続
く
よ
う
保
健
�

婦
と
医
師
が
支
援
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
毎
週
火
曜
日
、
午
�

　
前
九
時
〜
正
午
�

◆
と
こ
ろ
　
市
休
日
等
応
急
診
�

　
療
所
�

◆
申
　
込
　
す
べ
て
予
約
制
で

　
す
。
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
�

　
電
話
（
☎
２
２
・
３
３
３
７
）
�

　
か
Ｅ
メ
ー
ル
（su

m
o
to2

6

　
＠aw

aji-is.o
r.jp

）
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
人
数
が

　
多
い
場
合
は
、
予
約
日
を
変

　
更
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

　
　
ま
た
現
在
、
開
業
医
な
ど
�

　
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
�

　
そ
の
旨
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
�

　
い
。
�

◆
費
　
用
　
無
料
。
た
だ
し
、
�

　
禁
煙
の
た
め
の
ガ
ム
や
貼
り
�

　
薬
が
必
要
な
場
合
は
、
実
費
�

　
を
徴
収
し
ま
す
（
健
康
保
険
�

　
は
使
え
ま
せ
ん
）。
�

◆
回
　
数
　
禁
煙
が
確
実
に
で

　
き
る
よ
う
に
二
〜
四
回
、
保

　
健
婦
と
医
師
が
指
導
し
ま
す
。
�

��　
タ
バ
コ
の
害
に
つ
い
て
の
資
�

料
や
学
校
な
ど
で
の
禁
煙
教
育
�

の
た
め
の
教
材
の
収
集
、
管
理
、
�

貸
し
出
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。
�

　
地
域
や
職
場
、
学
校
な
ど
で
�

の
防
煙
、
分
煙
、
禁
煙
活
動
に
�

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
�

ー
（
☎
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

2月28日、禁煙まつりが福祉会館で行われました。�
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◆年金から自動的に納めている人（特別徴収）：納期　６回／年�

市役所税務課市民税係（☎22－3321　内線270・271）�

　各納付月に市から送付する納付書で納付してください。�

　口座振替を申し込まれている人は、各納付月末に指定口座から介護保険料が引き落とされます。�

第1段階�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

�

年　　額�
�

平成13年�
4月�所得段階�

�

納付月�

�

　年金から保険料が天引きされます。�

◆納付書により窓口で納めている人や口座振替利用者（普通徴収）：納期　５回／年�

＊平成１３年度の介護保険料の額と納め方が決定（本算定）されるのは、７月ごろになります。�

　そのため、特別徴収の場合４・６・８月、普通徴収の場合５月の介護保険料は、平成１２年度の賦

　課状況をもとに仮算定した保険料を徴収します。�

　本算定の結果、納め方や所得段階が変わった場合、その後の納期で調整します。�

＊昨年１０月から今年９月までの保険料は半額に軽減されていますが、今年１０月からは本来の保険

　料（全額）となります。�

＊介護保険料の納め方や保険料額は、決定次第通知します。�

◆問い合わせ先�

１,３００円�

２,０００円�

２,７００円�

３,３００円�

４,０００円�

１,５００円�

２,２００円�

３,０００円�

３,７００円�

４,５００円�

第1段階�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

�

１,３００円�

２,０００円�

２,７００円�

３,３００円�

４,０００円�

１,３００円�

２,０００円�

２,７００円�

３,３００円�

４,０００円�

２,８５０円�

４,２２５円�

５,４００円�

６,８７５円�

８,２５０円�

２,７００円�

４,０００円�

５,４００円�

６,８００円�

８,１００円�

２,７００円�

４,０００円�

５,４００円�

６,８００円�

８,１００円�

１２,１５０円�

１８,２２５円�

２４,３００円�

３０,３７５円�

３６,４５０円�

１,６５０円�

２,５２５円�

３,３００円�

３,８７５円�

４,６５０円�

３,０００円�

４,５００円�

６,０００円�

７,６００円�

９,１００円�

３,０００円�

４,５００円�

６,０００円�

７,６００円�

９,１００円�

３,０００円�

４,５００円�

６,０００円�

７,６００円�

９,１００円�

１２,１５０円�

１８,２２５円�

２４,３００円�

３０,３７５円�

３６,４５０円�

年　　額�
�

平成13年�
5月�所得段階�

�

納付月�

�
平成13年�
8月�

平成13年�
10月�

平成13年�
12月�

平成14年�
1月�

平成13年�
6月�

平成13年�
8月�

平成13年�
10月�

平成13年�
12月�

平成14年�
2月�

▽
▽

▽

　平成１３年度の介護保険料の徴収が、４月から始まります（普通徴収の人は５月）。それに先立

ち、先月号では介護保険料の納め方や所得段階のきまり方、１年間に納める保険料の額についてお

知らせしました。今月号では具体的にいつ・どれだけ納めるのかについてお知らせします。�

　介護保険料の納め方には、特別徴収と普通徴収の２つの方法があります。現在ご自分がどちらの

方法で納めているかを参考に、下の表をご覧ください。�

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
65歳以上の皆さんへ�

介護保険料についてお知らせします�介護保険料についてお知らせします�
65歳以上の皆さんへ�

介護保険料についてお知らせします�介護保険料についてお知らせします�
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���

　
県
民
局
の
総
合
事
務
所
化
に

伴
い
、
次
の
事
務
所
は
県
民
局

の
内
部
組
織
と
な
り
名
称
が
変

更
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
現
在
の

事
務
所
の
位
置
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。�

��

　
特
定
の
事
務
所
に
業
務
を
集

約
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
窓
口
が
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。�

�

○
県
民
相
談
・
広
聴
に
関
す
る

事
務
は
、�

↓
参
事（
企
画
調
整
担
当
）�

○
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
関

す
る
事
務
は
、�

↓
参
事（
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進�

　
　担
当
）�

○
防
災
に
関
す
る
事
務
は
、�

↓
参
事（
市
町
・
防
災
担
当
）�

○
県
税
に
関
す
る
事
務
は
、�

↓
洲
本
県
税
事
務
所�

○
県
民
運
動
に
関
す
る
事
務
は
、�

↓
参
事（
県
民
担
当
）�

�

健
康
福
祉
に
関
す
る
事
務�

（
旧
保
健
所
・
福
祉
事
務
所
の

事
務
）�

○
病
院
・
薬
局
な
ど
の
指
導
や

　
介
護
保
険
に
係
る
指
定
・
指

　
導
及
び
犬
の
引
取
り
・
苦
情

　
な
ど
、
ま
た
生
活
保
護
、
母

　
子
寡
婦
福
祉
、
身
体
・
知
的

　
障
害
福
祉
な
ど
の
こ
と
は
、�

↓
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所�

○
感
染
症
予
防
、
精
神
保
健
相

　
談
、
飲
食
店
な
ど
の
許
可
、

　
食
中
毒
な
ど
の
こ
と
は
、�

↓
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所�

○
大
気
・
水
・
廃
棄
物
な
ど
の

　
公
害
や
鳥
獣
保
護
な
ど
の
こ

　
と
は
、�

↓
参
事（
環
境
担
当
）�

（
※
洲
本
総
合
庁
舎
に
新
設
）�

�

産
業
労
働
に
関
す
る
事
務
は
、�

↓
参
事
（
産
業
労
働
担
当
）�

�

農
林
水
産
に
関
す
る
事
務�

○
農
林
水
産
の
振
興
、
治
山
事

業
な
ど
の
こ
と
は
、�

↓
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所�

○
農
業
技
術
、
経
営
指
導
相
談

の
こ
と
は
、�

↓
南
淡
路
農
業
改
良
普
及�

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー�

○
農
地
、
農
道
の
整
備
、
維
持

管
理
の
こ
と
は
、�

↓
洲
本
土
地
改
良
事
務
所�

�

土
木
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

事
務�

○
道
路
、
河
川
な
ど
の
整
備
、

　
維
持
修
繕
、
占
用
許
可
や
用

　
地
取
得
の
こ
と
は
、�

↓
洲
本
土
木
事
務
所�

○
建
築
確
認
、
建
設
業
許
可
、�

宅
建
業
免
許
な
ど
の
こ
と
は
、�

↓
参
事（
ま
ち
づ
く
り
担
当
）�

（
※
洲
本
総
合
庁
舎
に
新
設
）�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

県
で
は
、
よ
り
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
、
現
地
解
決
型
の
行
政
を
展
開
す
る

た
め
に
、
財
務
事
務
所
、
土
木
事
務
所
な
ど
主
要
な
地
方
機
関
を
県
民
局
に
統
合
し
た
新
し
い
「
県
民
局
」

を
四
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。�

そ
れ
に
伴
い
、
左
記
の
と
お
り
事
務
所
の
名
称
、
窓
口
な
ど
に
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。�

事
務
所
の
名
称
等
に�

つ
い
て�

窓
口
に
つ
い
て�

※
今
回
の
再
編
に
あ
わ
せ
て
本
庁
か
ら

　
県
民
局
へ
と
窓
口
が
変
わ
っ
た
も
の

　
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

　
は
淡
路
県
民
局
組
織
整
備
担
当
（
☎

　
２
２
・
３
５
４
１
）
又
は
各
事
務
所

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。�

〈 淡 路 県 民 局 の 組 織 図 〉 � ４
月
か
ら
、
県
の
地
方
機
関
が
変
わ
り
ま
す
。�
４
月
か
ら
、
県
の
地
方
機
関
が
変
わ
り
ま
す
。�

県 土 整 備 部〈土木、まちづくりなど〉�

洲 本 土 地 改 良 事 務 所

〔南淡路農業改良普及センター〕
洲 本 農 林 水 産 振 興 事 務 所

地 域 振 興 部〈商工、農林水産業の振興など〉�

洲本健康福祉事務所〔洲本保健所〕

県 民 生 活 部〈県民運動、健康福祉、環境など〉�

洲　本　県　税　事　務　所
企 画 管 理 部〈企画調整、広報、防災、県税など〉�

洲 本 土 木 事 務 所

洲本土地改良事務所

南淡路農業改良普及センター 
洲本農林水産事務所

淡 路 福 祉 事 務 所
洲　本　保　健　所

洲 本 財 務 事 務 所

県　　民　　局

洲　本　土　木　事　務　所
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１１�

　
昨
年
六
月
に
各
家
庭
に
お
配�

り
し
た
洲
本
市
指
定
ご
み
袋
に�

つ
い
て
、
次
の
「
交
換
で
き
る�

世
帯
」
の
す
べ
て
に
該
当
す
る�

場
合
に
限
り
、
「
燃
え
る
ご
み�

用
」
と
「
燃
え
な
い
ご
み
用
」�

の
袋
を
交
換
し
ま
す
。�

◆
交
換
で
き
る
世
帯�

▽
燃
え
る
ご
み
用
か
燃
え
な
い�

ご
み
用
か
、
ど
ち
ら
か
の
袋
が�

不
足
し
て
い
る
こ
と
。�

▽
世
帯
構
成
員
が
五
人
以
上
で�

あ
る
こ
と
。�

▽
普
段
か
ら
ご
み
の
減
量
化
、�

再
資
源
化
に
努
め
て
い
る
こ
と
。�

◆
交
換
で
き
る
枚
数
　
二
十
枚�

　
以
内�

◆
交
換
で
き
る
期
間
　
四
月
二�

　
日
か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
。�

◆
交
換
場
所
　
市
役
所
環
境
整�

　
備
課
か
由
良
支
所�

◆
持
参
す
る
も
の
　
交
換
を
希�

�

　
望
す
る
袋
と
印
鑑�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生�

活
部
環
境
整
備
課
（
☎
２
２
・�

３
３
２
１
内
線
３
４
３
）
へ
。�

�����

　
ご
み
を
不
法
（
決
め
ら
れ
た

日
・
場
所
・
方
法
以
外
）
に
捨

て
る
と
、
法
律
に
よ
り
「
五
年

以
下
の
懲
役
、
又
は
一
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
若
し
く
は
併
科�

さ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
土
地
・
建
物
の
管
理

者
や
所
有
者
は
、
自
ら
の
責
任

で
所
有
地
な
ど
に
「
不
法
投
棄

を
さ
れ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
ご
み
を
不
法
に
捨
て
な
い
よ

う
、
ま
た
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
快
適
で
住

み
よ
い
街
づ
く
り
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。�

◆離職理由により基本手当の給付日数が変わります。�
　倒産や解雇などで、再就職の準備をする時間的な余裕
　がないまま離職された人には、手厚い給付となります。�
◆雇用保険率が１５、５／１,０００となります。�
◆パートタイム労働者の年収要件がなくなり、適用基準
　が拡大されます。�
　詳しくは、ハローワークすもと  洲本公共職業安定所
（☎２２・０６２０）へ。�

　最近、市の相談窓口や県消費者科学センタ－などに�

「利用した覚えのないツ－ショツトダイヤルの料金の請求が届

いた。どうすればよいか。」という相談が寄せられています。

次のことに注意して、被害にあわないようにしてください。�

�

◆家族にも確認し、利用した覚えのないものは、支払わないように

　してください。�

◆電話での請求などには、はっきりとした態度で断ってください。�

◆覚えのないまま支払ってしまった場合や、支払っていない場合で

　も警察署に届けてください。�

　詳しくは、市役所市民課市民相談係（☎２２・３３２１）へ。�

今月の拠点回収�

拠点回収一口メモ�

3月22日（木）�
（第4木曜日）�

午前7時～正午�
�

　びん類は色別（無色・茶色、

その他の色）に分けて回収し

ています。�

　ビールびんや一升びんは、�

繰り返し使用（リユース）で

きる容器です。買ったお店に

お返しください。�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
に�

�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
に�

�
洲
本
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
湊
格
・
会

長
）
の
皆
さ
ん
が
二
月
十
四
日
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
カ

ー
ペ
ッ
ト
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
（
大

阪
府
貝
塚
市
）
を
視
察
し
ま
し
た
。�

分別収集されたペットボトルは選別、粉砕処理�
などが行われポリエステルペレットとなります。�

さまざなペレットはブレンドされ原綿となり、
カーペットに製造されます。�

リサイクルについて説明を受ける�
協議会の皆さん�

ペットボトルなどを再利用するため、市内では、
毎月第４木曜日、資源ごみの拠点回収を行って
います�

指
定
ご
み
袋
の�

　
交
換
に
つ
い
て�

�

み
ん
な
で
な
く
そ
う�

不
法
投
棄�

」�」�

“ツ－ショツトダイヤルの料金”�“ツ－ショツトダイヤルの料金”�雇用保険が大きく変わります�
� 4月1日～�

商業・映画演劇場・保健衛生業、�
接客娯楽業の事業主の皆さん�
�

４月１日から法定労働時間が１週４４時間に�
変更になります。�

　詳しくは、淡路労働基準監督署（☎２２・２５９１）�

���������
���������準備はお済みですか？�

“ツ－ショツトダイヤルの料金”�“ツ－ショツトダイヤルの料金”�



１２�

写真�ニュース�

　環境を悪化させているごみ問題などを考え
る「淡路くらしのひろば展」が２月１２日、
淡路勤労センターで行われました。ごみの減
量に取り組んでいる団体や企業などの意見発
表や、「２１世紀のライフスタイルと環境～
みんなで考え、実践しよう環境問題」と題し
た環境省環境カウンセラー岡田清隆氏の講演
が行われました。�

　市内の文化団体などが写真や書、
生け花の作品展示などを行う「さわ
らび展」が３月３～４日、洲本市民
会館で行われました。また、文化庁
の補助を受け復元した「連琴」が演
奏されました。�

　足湯に設置された「柴助」（柴右衛門の長男）�

　高さ７５cm、八狸にちなんで茶色や白、緑など８

色の花崗岩で造られ、右手に風車を持っています。�

　本町５６レインボープラザに完成した「お　
　増」（柴右衛門の恋女房）�
　高さ約８５cm、８色の花崗岩で造られ、バックは木

の葉のモチーフ、台座は下駄があしらわれています。�　堀端筋に設けられた「桝右衛門」
　　　　　　　　　（柴右衛門の子分）�

　桝右衛門が酔っぱらって横になってい

るユニークなポーズとなっています。�

高齢者の人も�
お気軽にご利用を�

大野陽だまり館に花壇ができました�

淡路の豊かな環境を守るために�
�

かわいいタヌキに会いに来て�

新世紀に萌える文化展�

　洲本市老人クラブ連合会の「ふれあい作品
展」が２月１７～１８日、市民会館で行われ
ました。会員相互のふれあいを目的に毎年行
われているもので、会場には力作がずらりと
展示されました。�

　市情報交流センター２階にある「イ
ンターネット無料体験コーナー」にＣ
ＡＴＶ接続パソコン３台を増設、２月
２７日「インターネットサロン」とし
てリニューアルしました。新しく設置
したパソコンは、シルバー優先席とし
て高齢者が優先的に利用できるように
なっています。お気軽にご利用くださ
い。月曜日は休館。利用方法など詳し
くは、市情報交流センター（☎２６・
０６６６）へ。�

力作が勢ぞろい�
�

　市内に伝わるタヌキの民話でまちおこしを進めている、洲本市街地活性化センター八狸委員会

（洲本商工会議所内）の呼びかけに応じて各種団体などが、タヌキの石像を市内に設置していま

　大野鮎屋連合老人クラブの皆さんがこのほど、

大野陽だまり館に花壇を設置してくれました。ま

た、市連合婦人会から、車いすとホワイトボード、

大野連合町内会からは時計５台が寄贈されていま

す。花壇は同館裏庭にあり、石畳の歩道が設置さ

れています。同館では、この花壇に花などをボランティアで植えてくれる団体などを募集し

ています。詳しくは、大野陽だまり館（☎２６・００７６）へ。�



１３�

市内でＮＨＫドラマのロケが行われました�
�

　ＮＨＫの時代劇ドラマ「お登勢」の撮影が洲本市や南淡町などで行われました。

「お登勢」は船山馨さん原作の小説で、明治初めに起きた「庚午事件」を舞台に、

愛に生き抜いた女性の半生を描いています。この番組の主演は沢口靖子さん、�

４月６日から毎週金曜日、午後９時１５分からの放送で、１２回放送されます。�

心と体に優しい�
ハーブ牛乳を販売�

井實さん、原田さんが特別体育功労賞を受賞�

洲本港に再び活気を�
�

（財）兵庫県体育協会創立７０周年

記念式典が、２月２４日神戸市内の

ホテルで行われ、体育の振興などに

功績のあった人に功労賞が贈られま

した。市内では、井實崇人さん（写

真　左）、原田春海さんが特別体育

功労賞を受賞しています。�

　洲本ポートターミナルビル周辺の活性化を考える「まちづ

くりワークショップ」が２月２０日、３月６日、同ビルで開

かれました。参加したメンバーは、市観光協会、洲本商工会

議所、洲本飲食組合、農・漁協、酪農協などの代表者２０人

で、洲本の魅力や課題などの意見が出されました。�

　県立淡路農業技術センターと市内
の酪農家がハーブ成分を生かした牛
乳を共同開発、市酪農農業協同組合
から販売されています。この牛乳は、
ハーブ（ペパーミント）を食べさせ
た乳牛から搾った生乳で作られてい
るため、臭みがなく、ペパーミント
のすっきりとした清涼感のある味と
なっています。詳しくは、市酪農協
（☎２２・１７４１）へ。�
�

　「池田ジャンボにんにくの会」が地域の産業や経済の

発展に貢献があったとして、このほど（財）淡路経済振

興財団から、助成金２０万円が贈呈されました。池田ジ

ャンボにんにくの会は、平成１０年に生活改善グループ

として酪農農家の女性９人で発足、同会で栽培したジャ

ンボにんにくを加工した焼き肉のたれを「御食国」など

で販売しています。�

「にんにくの会」に助成金� 健康についてみんなで考えよう�

　介護福祉や健康について考える「洲本市健康福祉のつどい」

が２月１８日、健康福祉館で行われました。介護用品の展示や

各種健康相談などのほか、洲本市愛育連合会の皆さんらによる

寸劇、桂小金治さんの講演「人の心に花一輪」がありました。�



１４�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

　
呼
吸
困
難
を
引
き
起
こ
す
子

供
の
病
気
の
一
つ
に
急
性
細
気

管
支
炎
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病

気
は
、
年
間
を
通
じ
て
見
ら
れ

ま
す
が
、
秋
の
終
り
か
ら
冬
が

流
行
期
で
す
。
そ
の
主
な
原
因

は
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。�

　
こ
の
病
気
の
主
な
症
状
は
、

鼻
汁
・
咳
・
息
を
吐
く
時
、
ぜ

ろ
ぜ
ろ
言
う
・
多
呼
吸
・
呼
吸

困
難
で
す
。
乳
児
で
は
人
工
呼

吸
管
理
を
要
す
る
ほ
ど
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の

は
、
主
な
病
変
が
細
気
管
支
を

中
心
と
し
た
抹
梢
気
道
に
あ
る

た
め
、
も
と
も
と
気
道
が
狭
い

乳
幼
児
が
こ
の
病
気
に
か
か
る

と
、
容
易
に
呼
吸
不
全
に
陥
る

と
い
う
訳
で
す
。
そ
の
た
め
、

外
来
通
院
で
治
療
し
て
い
て
も
、

常
に
入
院
の
適
応
を
考
え
な
が

ら
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
入
院
の
目
安
は
一
般
に

は
、
余
裕
の
な
い
努
力
呼
吸
、

脱
水
徴
候
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
無

呼
吸
発
作
を
認
め
る
場
合
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
私

自
身
は
、
急
性
細
気
管
支
炎
と

診
断
し
た
お
子
さ
ん
に
対
し
て

は
、
今
は
入
院
す
る
必
要
が
な

い
と
判
断
し
て
も
、
急
に
病
状

が
悪
化
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
入
院
施
設
の
あ
る
病
院

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。�

　
家
庭
で
の
対
応
は
、�

①
患
児
が
楽
な
体
位
を
取
れ
る

　
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
。�

②
部
屋
の
湿
度
を
高
め
る
。�

③
水
分
を
十
分
に
与
え
る
。�

④
症
状
が
変
動
す
る
の
で
常
に

　
監
視
を
す
る
こ
と
。�

な
ど
で
す
。�

　
診
断
に
は
、
咽
頭
の
分
泌
液

を
検
体
と
し
た
Ｒ
Ｓ
抗
体
の
迅

速
キ
ッ
ト
（
テ
ス
ト
パ
ッ
ク
）

が
役
に
立
ち
ま
す
。
こ
の
検
査

は
、
現
行
の
保
険
診
療
で
は
入

院
し
た
患
者
さ
ん
に
し
か
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
外
来
で
の

使
用
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
強
く
希
望
し
ま
す
。

医
師
に
と
っ
て
の
留
意
点
は
、

こ
の
急
性
細
気
管
支
炎
と
喘
息

の
初
回
発
作
と
の
区
別
が
し
ば

し
ば
困
難
で
あ
る
こ
と
で
す
。

常
に
気
管
支
喘
息
の
初
回
発
作

も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
診
療
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

急
性
細
気
管
支
炎
に
つ
い
て�

三 根 医 院 �

三根 一乗 医師�

・�

せ
き�

・�

　
私
た
ち
の
生
活
は
い
た
る
と

こ
ろ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｉ
Ｔ
社

会
に
対
応
す
る
た
め
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
技
能
講
習
会
が
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
本
市
で
も
八
月
ご
ろ
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
能
講
習
会

を
市
内
の
各
公
民
館
な
ど
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
今

回
こ
の
講
習
会
の
講
師
を
募
集

し
ま
す
。
�

◆
応
募
条
件
（
次
の
す
べ
て
の

条
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
）
�

▽
洲
本
市
内
に
住
ん
で
い
る
二

　
十
歳
以
上
の
人
�

▽
パ
ソ
コ
ン
（
Ｏ
Ｓ
はW

indou

　w
sM
e

、
ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ

　
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用
）
や
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
詳
し
く
、

　
初
心
者
十
人
程
度
に
、
パ
ソ

　
コ
ン
の
基
本
操
作
を
指
導
で

　
き
る
人
（
特
に
国
家
資
格
な

　
ど
を
持
っ
て
い
る
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
）
�

▽
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

　
持
っ
て
い
る
人
�

◆
講
義
内
容
　
文
書
の
作
成
方

　
法
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電

　
子
メ
ー
ル
の
利
用
方
法
な
ど

　
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
講
義
時
間
　
一
コ
ー
ス
は
、

　
一
回
三
時
間
の
講
義
が
四
回

　
（
計
十
二
時
間
）
で
す
。
複

　
数
の
コ
ー
ス
の
講
義
を
お
願

　
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
報
　
酬
　
一
回
（
三
時
間
）

　
の
講
義
で
約
一
万
円
。
�

◆
募
集
期
間
　
四
月
二
十
五
日

　
（水）
ま
で
�

◆
募
集
人
員
　
約
三
十
人
。
申

　
し
込
み
者
に
は
、
後
日
、
実

　
技
を
含
め
た
面
接
を
行
い
ま

　
す
。
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
企
画
部
情
報
課
（
☎
２

２
・
３
３
２
１
内
線
３
９
８
）

へ
。
�

講

師

募

集

講

師

募

集

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
能
講
習
会�

講

師

募

集

�

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
能
講
習

会
の
受
講
案
内
に
つ
い
て
は
、

四
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�



市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う�

１５�

　
市
で
は
、
毎
年
多
発
す
る
交

通
事
故
の
被
害
者
を
救
済
し
、

明
る
い
市
民
生
活
を
守
る
た
め

市
民
交
通
傷
害
保
険
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。�

　
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
や
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま

す
。�

◆
保
険
期
間
　
平
成
十
三
年
五

月
一
日
〜
十
四
年
四
月
三
十
日

（
一
年
間
）
。
現
在
、
加
入
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
今
年
四
月

三
十
日
に
保
険
期
間
が
終
了
し

ま
す
の
で
、
新
規
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
。�

◆
保
険
料
　
一
人
一
口
四
百
七

十
円
で
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま

す
（
中
途
加
入
は
月
割
計
算
）。�

◆
支
払
保
険
料
　
加
入
口
数
一

口
に
つ
き
最
高
百
万
円（
死
亡
）、

最
低
五
千
円
（
傷
害
）
の
保
険

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

◆
加
入
手
続
　
町
内
会
の
役
員

か
ら
配
布
さ
れ
た
申
込
カ
ー
ド

（
三
部
複
写
）
に
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
強
く
は
っ
き
り
と
書
き
、
保

険
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。�

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
、

た
と
え
単
独
事
故
（
自
転
車
で

の
転
倒
事
故
な
ど
）
で
も
警
察

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課

市
民
相
談
係
（
☎
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
４
６
）
へ
。�

　
市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
使
用
料

金
の
全
額
ま
た
は
半
額
を
免
除

す
る
「
減
免
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
現
在
、
平
成
十
三
年

度
分
の
使
用
料
金
に
つ
い
て
の

減
免
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
対
象
と
な
る
世
帯
の

人
は
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
詳
し
く
は
、
二
月
号
広
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。
�

　
減
免
申
請
は
、
毎
年
一
回
提

出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
、

昨
年
申
請
し
た
人
で
も
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
�

◆
受
付
期
間
　
四
月
二
日
（月）
ま

　
で
。
�

◆
申
請
場
所
　
▽
市
役
所
企
画

　
部
情
報
課
　
▽
由
良
支
所
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
情
報
課

（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。
�

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う�

上記の会場に来られない場合は、下記の獣医師に相談してください。�

　　立花動物病院　　　　☎２２・３５７７　上物部８３１番１�

　　杉村動物クリニック　☎２２・２７７０　宇原２,２７９番２�

　　山本動物病院　　　　☎２２・５９９９　上内膳１２１番１�

　　池田獣医師　　　　　☎２２・２８１７　大野４２０番１５�

犬の運動や散歩の時の【フン】は必ず後始末しましょう！�

　９：４０～１０：３０　前古宮集乳所�
１０：４０～１２：００　安乎連絡所�
１３：２０～１３：５０　宮野原公会堂�
１４：００～１４：２０　山田原真浄寺下�
１４：４０～１５：３０　安乎八幡神社前�
　９：３０～１０：２０　三木田公会堂�
１０：３０～１１：２０　市原公会堂�
１１：３０～１２：００　安坂公会堂�
１３：２０～１４：００　中川原公会堂�
１４：１０～１４：３０　前厚浜消防分団前�
１４：４０～１５：００　諏訪神社前�
　９：３０～１０：５０　洲本保健所前�
１１：００～１２：００　潮消防団機具庫�
１３：３０～１５：００　宇山天理教前�
　９：２０～　９：５０　きしかわ神社境内�
１０：００～１０：５０　大森谷竹中宅前�
１１：００～１１：５０　奥畑公民館�
１３：３０～１５：００　下内膳市営住宅横�
１０：００～１０：５０　由良４丁目バス停前�
１１：００～１１：５０　由良支所前�
１３：３０～１４：３０　由良中学校前�
　９：２０～１０：００　住吉神社前�
１０：１０～１０：４０　内田明神前�
１０：５０～１１：３０　由良天川クラブ前�
１３：００～１３：３０　上灘出張所�
１３：５０～１４：２０　中津川バス停前�
　９：３０～１０：３０　大野バス停前�
１０：４０～１１：３０　白鬚神社前�
１３：００～１４：００　新村農協集荷場�
１４：２０～１５：３０　物部中島荒神境内前�
　９：３０～１０：３０　旧宇原公館前�
１０：４０～１１：３０　宇原野球場入口�
１３：１０～１４：００　城戸アグリ公園前�
１４：２０～１５：００　金屋開集乳所前�
１０：００～１０：３０　猪鼻集乳所前�
１０：４０～１２：００　千草東公民館前�
１３：３０～１４：００　上田原自治会館前�
１４：１０～１５：００　野旦田集乳所前�
１０：００～１１：３０　伊勢の森神社�
　　　　　　　　　　　　（川西公会堂）�
１３：００～１４：００　三木善酒造前�
　９：２０～１０：００　鮎屋萩原倉庫前�
１０：１０～１０：３０　脇田忠恒宅前�
１０：４０～１１：５０　納公会堂�
１３：１０～１４：３０　淡路自動車検査場内�
１０：００～１０：５０　桑間会館前�
１１：００～１１：３０　桑間近藤商店前�
１３：００～１３：３０　上桑間会館（薬師庵）�
１４：００～１５：００　下加茂会館�
　９：３０～１０：３０　洲本中央公民館�
１０：４０～１１：５０　大浜公園（海月館側）�
１３：１０～１４：００　江国寺前�
１４：１０～１５：００　市役所前�

4月 6日（金）�
�
�
�
�
�4月 9日（月） �
�
�
�
�4月10日（火）�
�
�
�4月11日（水）�
�
�
�4月12日（木）�
�
�
�
4月13日（金）�
�
�
�
�4月16日（月）�
�
�
�
4月17日（火） �
�
�
�
4月18日（水）�
�
�
�4月19日（木）�
�
�
�4月20日（金）�
�
�
�
4月23日（月）�
�
�
�
4月24日（火）�

実施月日�

▽
▽
▽
▽

　平成１３年度の飼い犬の登録と狂犬病予防注射を下記日程で行

います。生後３か月以上の犬を飼っている人は、都合のよい会場

で必ず受けてください。�

◇平成１０年度以降に登録している犬は、狂犬病予防接種のみ受

　けてください。�

　　　　手数料は、3,200円�
◇平成１０年度以降に登録していない犬、または新たに飼い始め

　た犬は、登録と予防接種の両方を受けてください。�

　　　　手数料は、6,200円�
※犬が死亡や移転している場合は、必ず市役所に届けてください。�

        洲本市環境整備課　☎２２－３３２１�

狂犬病の予防接種・犬の登録狂犬病の予防接種・犬の登録�

会　　　場�時　　　間�

狂犬病の予防接種・犬の登録�

〜
4
月
2
日
ま
で
〜
�

4
月
2
日
か
ら
新
規
受
付

日
か
ら
新
規
受
付
�

4
月
2
日
か
ら
新
規
受
付
�

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
使
用
料
金�

　
　
減
免
申
請
受
け
付
け
中�



１６�

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

国
際
交
流
協
会
�

デ
コ
づ
く
り
教
室
�

「
古
文
書
学
習
講
座
」
�

受
講
生
募
集
�

受
講
生
募
集
�

受
講
生
募
集
�

新
規
会
員
募
集
�

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
�

を
開
設
し
て
い
ま
す
�

献

血

日

程

�

　
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
新

規
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
協
会
は
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流

機
関
と
し
て
平
成
六
年
七
月
に

設
立
、
英
会
話
教
室
や
海
外
へ

の
青
少
年
親
善
訪
問
団
派
遣
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
昨
年
は
洲
本
市
と
ハ
ワ

イ
郡
の
姉
妹
都
市
提
携
が
実
現

し
ま
し
た
。
年
会
費
は
個
人
で

五
千
円
で
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
事
務
局

（
市
役
所
企
画
部
企
画
課
�

☎
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。
�

　
郷
土
が
誇
る
伝
統
あ
る
す
ば

ら
し
い
淡
路
人
形
の
頭
づ
く
り

に
、
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
あ
な
た
が
苦
労
し
て
制

作
し
た
淡
路
人
形
の
頭
は
一
生

の
宝
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
毎
月
第
一
、
第
三

　
日
曜
日
、
午
後
一
時
半
〜
四

　
時
半
（
四
月
十
五
日
開
講
）
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
文
化
史
料
館

◆
講
　
師
　
藤
野
良
一
先
生
�

　（
彫
号
は
人
形
良
。鳴
門
市
中

　
央
公
民
館
や
三
原
高
校
な
ど

　
で
も
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
）

◆
経
　
費
　
▽
年
間
会
費
二
千

　
円
（
予
定
）
　
▽
工
具
材
料

　
費
　
約
三
万
円
�

◆
申
　
込
　
四
月
十
日
（火）
ま
で
�

▼
詳
し
く
は
、
市
立
淡
路
文
化
�

史
料
館（
☎
２
４
・
３
３
３
１
）

へ
。
�

　
淡
路
文
化
史
料
館
で
は
、
古

文
書
解
読
の
仕
方
を
学
ぶ
「
古

文
書
学
習
講
座
」
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
毎
月
第
四
日
曜
日
、

　
午
前
十
時
〜
正
午
（
五
月
〜

　
来
年
三
月
ま
で
の
計
十
回
、
 
 

　
十
二
月
は
休
み
）
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
文
化
史
料
館

◆
講
　
師
　
武
田
清
市
氏
（
淡
 
 

　
路
文
化
史
料
館
専
門
員
）
�

◆
費
　
用
　
無
料（
た
だ
し
、テ

　
キ
ス
ト
代
、
コ
ピ
ー
代
な
ど

　
実
費
を
随
時
徴
収
し
ま
す
）
�

◆
準
備
品
　
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、

　
け
い
紙
�

◆
募
集
人
員
　
三
十
人
�

◆
締
　
切
　
四
月
三
十
日
（月）
ま

　
で
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
館
「
古
文
書
学
習
」
係
（
☎

２
４
・
３
３
３
１
）
へ
。
�

　
洲
本
市
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

両
親
と
も
働
い
て
い
る
な
ど
の

理
由
で
、
昼
間
、
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
生
一
〜
三
年

の
児
童
を
お
預
か
り
し
て
、
楽

し
く
遊
ん
だ
り
、
学
習
し
た
り
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
放
課
後
児
童
健

全
育
成
専
任
指
導
員
が
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
�

　
ご
希
望
の
人
は
、
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
日
　
毎
週
火
〜
土
曜
日

　
の
放
課
後
か
ら
午
後
五
時
半

　
ま
で
。
�

◆
参
加
料
　
無
料
�

▼
詳
し
く
は
、同
セ
ン
タ
ー（
福

祉
会
館
内
☎
２
６
・
０
０
２
２
、

午
後
一
時
〜
六
時
ま
で
）
へ
。
�

　
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
十
三
年
度
の
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
（
四

　
月
十
二
日
開
講
）
　
▽
昼
の

　
部
（
午
前
十
時
〜
正
午
・
保

　
育
あ
り
ま
す
）
　
▽
夜
の
部

　
（
午
後
七
時
〜
九
時
）
�

◆
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館
�

　
（
夜
の
部
は
、
三
原
会
場
、

　
津
名
会
場
が
あ
り
ま
す
）
�

◆
募
集
人
員
　
各
会
場
三
十
人

◆
受
講
料
　
三
千
五
百
円
（
テ

　
キ
ス
ト
、
資
料
代
含
む
）
�

◆
申
込
締
切
　
四
月
二
日
ま
で
。

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

同
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉
館
内

☎
２
４
・
３
８
５
０
）
へ
。
�

◆
本
科
生
募
集
人
員
　
五
百
人

（
先
着
順
、
ほ
か
に
聴
講
生
制

　
度
も
あ
り
ま
す
）�

◆
資
　
　
格
　
六
十
歳
以
上
で

　
県
下
在
住
の
人�

◆
募
集
期
間
　
四
月
十
三
日
（金）

　
ま
で
。�

◆
学
習
期
間
　
一
年
間�

◆
経
　
　
費
　
六
千
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
含
む
）�

▼
詳
し
く
は
、同
放
送
大
学（
加

古
川
市
平
岡
町
新
在
家
、
県
高

齢
者
生
き
が
い
創
造
協
会
内
、

☎
０
７
９
４
・
２
４
・
３
３
４

２
）
へ
。�

◆
三
月
二
十
七
日
（火）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
 

　
洲
本
保
健
所
�

◆
四
月
十
八
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
 

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
�

学
生
募
集
�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
�

三熊山市民健康へのつどい�◆と　き　4月8日（日）、午前10時～（予定）�
◆ところ　三熊山一帯�
◆内　容　ビンゴゲーム、チャリティバザーなど�

情報広場� Information  Plaza



１７�
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月

一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
お
手
持
ち
の
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を

売
っ
た
り
廃
車
し
た
人
で
、
ま

だ
名
義
変
更
や
廃
車
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

����

　
平
成
十
二
年
度
も
あ
と
わ
ず

か
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
に

納
め
て
い
た
だ
く
市
税
の
納
期

は
、
す
べ
て
過
ぎ
て
い
ま
す
。

つ
い
、
う
っ
か
り
と
し
て
い
て

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
も
し
、
納
め
忘
れ
の
税
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。
未
納
と
な
れ
ば
所

定
の
手
続
き
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。�

����

　
固
定
資
産
税（
都
市
計
画
税
）

や
個
人
の
市
県
民
税
の
納
期
前

納
付
（
一
括
払
い
）
の
報
償
金

の
交
付
率
が
、
千
分
の
三
か
ら

千
分
の
二
に
変
更
な
り
ま
し
た

（
各
納
期
の
税
額
の
上
限
は
十

五
万
円
）
。
こ
れ
か
ら
も
、
納

期
前
納
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。�

����

　
市
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振

替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振

替
の
手
続
き
を
す
る
と
、
納
期

日
に
あ
な
た
の
口
座
か
ら
市
税

が
振
替
納
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

税
金
の
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る

上
、
金
融
機
関
や
郵
便
局
へ
行

く
手
間
が
省
け
ま
す
。�

　
手
続
き
は
、
市
役
所
税
務
課
、

金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。�

 

ク
ロ
シ
デ
ム
シ�

２２７�

８９�

冬を越すクロシデムシ�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

栄養士　 川 口 睦 子�

鯛
の
マ
ス
タ
ー
ド
焼
き�

■
作
り
方�

①
鯛
は
塩
、
こ
し
ょ
う
を
し
て

　
小
麦
粉
を
ま
ぶ
す
。�

②
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
て
鯛
を
焼

　
き
、
Ａ
を
加
え
る
。�

③
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
を
散

　
ら
す
。�

④
人
参
は
輪
切
り
に
し
て
、
水

　
・
さ
と
う
・
塩
・
バ
タ
ー
で

　
煮
る
。�

⑤
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
茹
で
る
。�

　
シ
デ
ム
シ
の
仲
間
は
種
類
が

多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
死

体
を
食
べ
る
の
で
、
自
然
界
の

掃
除
屋
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。�

　
ク
ロ
シ
デ
ム
シ
は
低
山
地
か

ら
山
地
に
か
け
て
見
ら
れ
、
全

体
に
黒
色
で
、
体
長
は
二
十
五

　
か
ら
四
十
五
　
あ
り
ま
す
。

成
虫
は
四
月
か
ら
九
月
に
現
れ
、

お
も
に
夜
間
に
活
動
し
て
、
灯

火
に
も
飛
ん
で
来
ま
す
。�

　
動
物
の
死
体
の
毛
や
羽
な
ど

を
取
り
除
き
、
土
の
中
に
埋
め

込
ん
で
、
そ
の
死
体
の
上
に
卵

を
産
み
つ
け
ま
す
。
ふ
化
し
た

幼
虫
に
、
親
虫
は
つ
が
い
で
餌

を
与
え
る
の
で
す
が
、
幼
虫
は

自
分
で
も
積
極
的
に
餌
を
食
べ

て
成
長
し
ま
す
。�

　
ク
ロ
シ
デ
ム
シ
は
、
北
海
道

か
ら
九
州
に
か
け
て
広
く
分
布

す
る
普
通
種
で
、
淡
路
島
で
も

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
成

虫
は
土
中
で
冬
を
越
し
ま
す
。�

◆材料（４人分）�

鯛　　　　　　　　　　４切れ�

塩・こしょう・小麦粉�

サラダ油�

白ワイン　　　　　　大さじ３�

粒マスタード　　　　大さじ２�

しょうゆ　　　　　　大さじ１�

バター　　　　　　　　　少々�

つけ合せ�

人参（さとう・塩・バター）�

ブロッコリー�

Ａ�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か�

廃
車
・
譲
渡
手
続
き�

市
税
の
納
め
忘
れ
は�

あ
り
ま
せ
ん
か�

前
納
報
償
金
の
交
付
率�

が
変
更
に
な
り
ま
し
た�

納
税
は
便
利
な

�

口

座

振

替

を

�

税務課からのお知らせ�

☎22・3321
問い合せ先　市役所総務部税務課�

税務課からのお知らせ�

ミ�　
リ�

ミ�　
リ�

に
ん
じ
ん�

ゆ�



１８�

わが家の　ホ ー プ�

山 中 大 輔 ちゃん�

　 　 聡 子 ちゃん�

（平成6年6月5日生まれ）�

（平成8年5月5日生まれ）�（由良）�

思いやりのある人に育ってね。　母：美加さん�

兵 庫 県 警 察 官 募 集 �

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動 �
4月6日（金）～15日（日）�

〈交通安全運動の重点目標〉�

　今年に入り市内では、すでに７人が亡くなる交通事故が発生しています

（２月末現在）。交通ルールとマナーを守り、交通事故のない洲本市を実現

させましょう。�

�

　　◆こどもと高齢者の交通事故防止�
　　　　信号を守って横断しましょう�

　　　　車の直前、直後の横断はやめましょう�

　　　　交通ルールを再確認しましょう�

　　◆自転車の安全利用の促進�
　　　　見通しの悪い交差点では、必ず一時停止をしましょう�

　　　　バランスを失う二人乗りはやめましょう�

　　　　夜間は、反射材を利用しましょう�

　　◆シートベルト、チャイルドシートの着用の徹底�
　　　　こどもの成長に合ったものを選びましょう�

　　　　チャイルドシートは、なるべく後部座席で使用しましょう�

　　　　嫌がらないように乳幼児から着用を習慣づけましょう�

▽

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動 �

▽
▽

▽
▽
▽

▽
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《野球場市民開放日のお知らせ》�

詳しくは、同センター（☎２２・６６３４）へ。�▼
�

　３月２７日～３０日�

　５月１７日～２０日�

　８月２８日～３１日�

１２月　４日～　７日�

　１月１６日～１９日�

�

午前９時～午後９時�

�

午前９時～日没�

　４月１５日（日）�

　５月　６日（日）�

　９月１６日（日）�

１２月２３日（日）�

　２月　３日（日）�

利用できる日� 利　用　時　間� 受　付　期　間�

　市スポーツセンターでは、野球場をより多くの皆さんに利用していた

だくため、抽選により利用者を決めるを日を設けています。今年の利用

日は、下記のとおりですので、ご希望の人はお申し込みください。�

　ＳＡ（社会人経験者）は、コンピュータ技術、語学、財務など多様な

資格、能力、経験を有する人が対象です。�

　詳しくは、洲本警察署（☎２２・０１１０）か、近くの交番、駐在所

でお問合せください。�

４年制大学を卒業したか、�
１４年３月までに卒業見込み�
の人�

Ａ・ＳＡ・ＡＣ以外の人�
（１４年３月短期大学、高等�
学校等卒業見込み者を除く）�

４年制大学を１４年３月まで�
に卒業見込みの人�

４年制大学を卒業し、民間企�
業などの職務経歴が通算３年�
以上の人�

４年制大学を卒業した人�

平成１４年４月１日の年齢�
が２２歳から３０歳までの�
人�

本年１２月１日の年齢が�
１８歳から３０歳までの人�

平成１４年４月１日の年齢�
が２２歳から３０歳までの�
人�

本年１０月１日の年齢が�
２２歳から３０歳までの人�

本年１０月１日の年齢が�
２５歳から３０歳までの人�

女性Ａ�

A�

SA�

AC�

B

男
　
　
　
　
　
性�

年　　　　齢� 学　　歴　　な　　ど�

受　　　　験　　　　資　　　　格�
採用予定数�試験区分�

▼
▽

◆受 付 期 間　３月２７日（火）～４月１６日（月）�
◆第１次試験日　５月１２日（土）�
◆試験区分、採用予定数、受験資格�

約５０人�

約１０人�

約７０人�

約３０人�

約１０人�

　県立淡路文化会館では、高齢者に学習活動

の機会や場所を提供する淡路すこやか大学の

受講生を募集しています。�

◆入学資格　県内にお住まいの概ね６０歳以

　上の人�

◆講座内容　教養・専門講座やクラブ活動な

　ど（年間２２回）�

◆講座期間　本年５月～１４年３月まで�

◆受 講 料 　１,０００円（予定）のほか自治

　会費５,０００円、教材費の実費が必要�

◆募集期間　４月１６日まで�

　申し込みなど詳しくは、同会館（☎０７９

９・８５・１３９１）へ。�

　市民の皆さんが、パソコンでインターネッ

トなどが利用できるよう、学校の施設を活用

して基礎技能の講習会を行います。�

◆と　き�

　（第１回）　４月１４日（土）・１５日（日）�

　（第２回）　５月１２日（土）・１３日（日）　�

　（第３回）　６月　９日（土）・１０日（日）�

◆ところ　県立洲本高等学校�

◆対象者　２０歳以上のパソコン初心者�

◆定　員　４０人�

◆費　用　無料（ただし、テキスト代必要）�

◆申込締切　３月２６日（月）�

　申し込み用紙は、各市町にあり。その他、

詳しくは洲本高等学校（☎２２―１５５０）

へ。�

▼
▼

インターネット技能講習�

受講生募集�

受講生募集�

淡路すこやか大学いざなぎ学園講座淡路すこやか大学いざなぎ学園講座�淡路すこやか大学いざなぎ学園講座�

インターネット技能講習�



お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１９� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

　３月、４月の乳幼児健康診査を次�

のとおり行います。対象者には問診�

票などを送付しますので、母子手帳�

を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。４月�
　４日（水）、４月１８日（水）、（受付・市�

　役所市民相談係で電話による予約�

　受付けをしています。☎２２・３�
　３２１）総合福祉会館で。�

行政相談　４月１１日（水）、午後１時�
　１５分～（受付・午後１時３０分ま�

　で）総合福祉会館で。�

社会保険相談　毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

３月１５日（木）�

３月２３日（金）�

４月５日（木）�

４月１２日（木）�

４月１９日（木）�

４月２７日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１２年５月生�

�

�

Ｈ１１年８月生�

�

�

�

Ｈ１１年９月生�

Ｈ１２年１１月生�

�

�

�

Ｈ１２年１２月生�

�

�

�

Ｈ１０年１月生�

�

　約が必要）�

胃がん検診　４月１１日（水）、午前９�
　時～正午（申込・市保健センターへ）�

２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�

　～（料金１５，５８０円、申込・洲�

　本保健所へ）洲本市民で国民健康�

　保険に加入し３０歳以上の人に�

　８，０００円、社会保険などの加入�

　者で４０歳以上の人に５，０００円の�

　助成があります。（ただし１年度�

　１回限り）　　�

　じています（☎２６・００２２）。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（☎�
　２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�
　曜日・午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日・午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�

　（　　０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。　　�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼
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ママメイト�
　いのちって何だ　毎月第１～４月�
　曜日、受付・午前９時３０分～�

　お母さんは元気　３月２７日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

　おっぱいで育てたい　４月１７日�
　（火）、受付・午後１時３０分～�

　赤ちゃん大好き　５月８日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

　こんにちは赤ちゃん　４月３日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

　離乳食のおけいこ　４月４日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�

離乳食教室　４月４日（水）、午後１時�
　～３時�

２歳児健康相談　３月２２日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�

　者（Ｈ１１．３月生まれ）には案�

　内、問診票などを送付します。�

乳幼児相談　４月２０日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�

　素塗布を同時に行います（予約が�

　必要、料金１，４８０円）。�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

�

�

成人健康相談　４月２日（月）、午後１�
　時３０分～３時�

�

�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など・予約が必要）�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�
　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など。�

　奇数月は第２火曜日のみ）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　　　雑誌　　約２００種�

　　　ＣＤ　　１７１８点�

　　　ビデオ　　９２６点�

上のような資料の貸出しも行ってい�

ます。雑誌は本と同様１０冊まで２�

週間、ＣＤ・ビデオは２点まで１週�

間の貸出しです。利用カードが必要�

ですから、まだカードを持っていな�

い人は、保険証などを持参してくだ�

さい。すぐ手続きします。（無料です）�

ＣＤ・ビデオは、館内でも視聴でき�

ますので、カウンターまでお問い合�

わせください。�

皆さんのご来館をお待ちしています。�

�

�

�

＊おはなし会：第２第４土曜日�
　　　　　　　　午後２時から�

＊おりがみ教室：第４土曜日�
　　　　　　　　午後３時から�

（「おりがみ教室」参加申込は前日ま�

で、また４歳未満の人については保�

護者同伴でお願いします。定員４０�

人です。）�

＊０～２歳児対象におはなし会を計�

画していますので、決まり次第お知�

らせします。�

（休館日は月曜・祝日・毎月末です）�

図書館で本以外の資料を貸出し�
しているのはご存知ですか？�

児　　童　　室�

！�



２０�

　いよいよ４月１日から、家電４品目のリサイクルが始まります。�
　市民の皆さんが、エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機の４品目のうちで、故障するなど
して要らなくなったときには、その製品を購入したお店や買い替えをしようとするお店で
引取ってもらわなければなりません。�
　その際には、小売店へ支払う「収集運搬料金」と製造メーカーへ支払う「リサイクル料
金」を負担していただかなければなりません。�
　従来のように、大掃除の「ごみ」として出された場合には『不法投棄』となり、法律に
より５年以下の懲役、又は１,０００万円以下の罰金、もしくは併科されます。�

4月から�

～エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機はごみとして捨てられません～�
�
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◎家電リサイクル法制定の背景◎�
　私たちが快適で便利な生活を送るためには、家電製品はなくてはならな

いものです。しかし、一方では大量の家電製品が埋立処分されており、全

国的な埋立地不足の原因の一つになっています。�

　そこで、鉄やアルミ、ガラスなどのリサイクル資源がたくさん付いてい

る家電製品を、分解・解体し、部品や素材毎に選別してリサイクルするた

めに制定されたのが「家電リサイクル法」です。�

大手製造メーカーのリサ�
イクル料金（消費税別）�
エアコン�

テ レ ビ �

冷 蔵 庫 �

洗 濯 機 �

3,500円�

2,700円�

3,500円�

2,400円�
※小売店へ支払う「収集運搬�
　料金」が別途必要です。�

洲本市市民生活部環境整備課　☎22－3321（内線343）�

鉄�

銅�

アルミ�

ガラス�

新しい製品等�

家電製品の引渡し�
収集・運搬とリサイクル�
料金の支払い�

製造メーカー�
（再生する人）�

小売店から引取り、リサイク�
ルする。エアコン及び冷蔵庫の�
冷媒フロンも回収・処理する�

小売店�
（収集・運搬する人）�

消費者より引取り、�
リサイクル料金と�
ともに製造メーカ�
ーへ引渡す�

法律で定められた基準に�
従って新しい製品の原材�
料や部品、燃料等にリサ�
イクルする�

資源循環型の社会をめざして�

家電製品が�
不要となっ�
たとき�

消費者�
（使っていた人）�


